
第8回全国薬草シンポジウム2019inひだ 特
集

　「全国薬草シンポジウム2019inひだ」の開催に合わせ、飛騨の薬草が体験できる施設「ひだ森のめぐみ」が10
月13日（日）に古川町弐之町にオープンしました。
　この施設では、常時体験できる薬草ワークショップや、薬草商品の販売、薬草・生薬標本の展示、薬草茶の試飲
サービスなどがあります。薬草を活用したさまざまな体験をし、ここにしかない魅力に触れ、自然の力である“薬草”
を普段の生活に取り入れてみませんか。

ひだ森のめぐみ
住　　所　　古川町弐之町6-7
営  業  日 　　毎日営業（年末年始を除く）
営業時間 　 10：00～16：00
電　　話　　0577-73-3400
メールアドレス　　hidamori3400@yahoo.co.jp

　２階には、薬草・生薬の展示や薬草絵
手紙の展示があり、薬草について学ぶこ
とができます。

　中庭には、市内の子どもた
ちが手作りした鉢に植えられ
た約４０種類の薬草が並べて
ある「ひだ森庭園」があり、生
息する薬草を観賞しながら薬
草コンシェルジュによる薬草
の見つけ方や加工方法など
の話を聞くこともできます。

薬草体験施設「ひだ森のめぐみ」がオープン

　１階には、薬草茶やティーセレモニー用容器など薬草関連商品の販売やティーセレモ
ニー（野草茶づくり）や薬草七味づくり、クズの花玉づくりなどのワークショップを常時体
験できるワークショップスペースが設置されています。　
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東京大学稷門賞を手にする都竹市長

宇宙物理学研究で連携　環境整備に貢献
10月８日（火）　東京大学伊藤国際学術研究センター

飛騨市が「東京大学稷門賞」を受賞
しょくもん

　東京大学は８日、同大学宇宙線研究所の研究環境整備や
広報活動に貢献したとして市へ「東京大学稷門賞」を贈りま
した。
　同賞は寄付や協力に感謝を示すため、同大が毎年贈ってい
るもので、市は2017年に宇宙線研究所と連携協力協定を締
結し、ふるさと納税を活用して若手研究者の研究環境の充実
に貢献したほか、ひだ宇宙科学館カミオカラボの開館や、研究
施設の一般公開も共同で行い研究の周知に貢献したことから
賞を受賞しました。
　受賞式は、同大学伊藤国際学術研究センターであり、都竹
市長が五神真同大総長から表彰を受けました。

隈取りをする児童

歌舞伎教室で役者になりきる
10月３日（木）　河合小学校

河合小学校で歌舞伎教室

　地元の伝統文化である歌舞伎を学ぶ「歌舞伎教室」が3
日、河合小学校が行われ5、6年生の児童15人が独特の化粧
「隈取り」などを体験しました。
　授業では、美濃歌舞伎博物館相生座の小栗幸恵館長が講
師を務め、歌舞伎の歴史やせりふ回し、所作を熱心に学びま
した。
　また、化粧の指導も行われ、児童たちは鏡を見ながらおし
ろいを塗り、資料を参考に目尻や鼻の周りに赤や青、茶の顔
料でラインを入れました。
　参加した児童は「化粧をするのは初めてだったけど、丁寧に
教えてもらえて楽しかった」と話してくれました。

ドローン体験に挑戦する来場者

ドローン体験やバンド演奏を楽しむ
10月５日（土）　神岡町　流葉スキー場

神岡ドローンフェスwith飛騨ミュージックファーム

　神岡町の流葉スキー場で５日、ドローン体験や地元バンド
演奏などさまざまなイベントを楽しむ「神岡ドローンフェス
with飛騨ミュージックファーム」が行われ、子どもから大人ま
で大勢の来場者が訪れました。
　イベントでは、ドローンパイロットの高梨智樹氏が操縦する
ドローンのリアルタイム映像の視覚体験や徳島県那賀町ド
ローン推進室によるドローン操縦体験、ドローンジョプラスに
よるドローンゲーム、ラジコンレース大会や地元バンドによる
演奏が行われました。
　訪れた来場者は、体験や演奏を楽しみながらイベントを満
喫していました。

除幕をする関係者ら

生前からの終活を支援
10月１日（火）　飛騨市社会福祉協議会

飛騨市終活支援センターがオープン

　飛騨市は１日、生前からの終活を支援する「飛騨市終活支
援センター」を古川町公民館内の飛騨市社会福祉協議会に開
所しました。
　終活支援センターは、市から業務委託された同協議会が運
営し、遺族になられた方や生前に準備をしたい方に、遺族の
手続きや生前の遺産整理などについて、専門的な知識を持つ
終活アドバイザーが相談によりアドバイスします。
　湯之下副市長は「今後市民の皆さんには気軽に相談してい
ただき、ご意見ご要望をお聞きしながら支援を充実していきた
いと思います」とあいさつしました。
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公園内をパトロールする関係者

紅葉の天生で安全確認
10月16日（水）　河合町　天生県立自然公園

天生県立自然公園で秋の合同パトロール

　天生県立自然公園で、入山者への自然保護啓発を行う秋
の合同パトロールが行われました。
　このパトロールは、市と白川村、飛騨森林管理署などでつく
る同協議会、県、県警などによる合同パトロールで、園内動植
物等の摘み取りや登山道の踏み荒らしなどを未然に防止する
ために毎年開催しています。
　この日は、各機関の関係者14人が参加。参加者は天生駐
車場を出発し、途中で二手に分かれ全コースを回り、倒木の
危険性がある箇所や登山道の杭、台風の影響で倒木した箇
所の確認をしました。

新そばを味わう来場者

新そばの香りを堪能
10月19日（土）・20日（日）　市営若宮駐車場

第14回飛騨新そば祭り

　飛騨地域のさまざまな手打ちそばが味わえる｢飛騨新そば
祭り｣が19日と20日の2日間、古川町の若宮駐車場で開催さ
れました。
　祭りは、市そば振興組合や市観光協会などがつくる実行委
員会が特産化を目指す飛騨そばをPRしようと毎年開催してお
り、今年で14回目の開催となります。
　この日は、朝霧そば、そば処すごう、蕎麦正なかや、万波そ
ば、流葉・信包そばなど飛騨地域の6店が出店し、かけ、ざる、
なめこ、天ぷらなどの多彩なそばが販売され、来場者は各店の
そばの食べ比べをしたり飛騨の新そばを存分に楽しみました。

料理やお酒を楽しむ参加者

一夜限りの幻想的なレストランで料理を楽しむ
10月13日（日）　古川町　円光寺

飛騨の収穫祭2019

　市の豊かな水で育った野菜、お米や薬草を食べて楽しむ
「飛騨の収穫祭2019＆ナイトマルシェ」が13日、古川町の円
光寺で開かれました。
　ハーベストディナー（野外レストラン）では、一夜限りの予約
制レストランがレトロな電灯が灯る円光寺本堂に開店。飛騨で
活躍する料理人の藤原会美さん、小倉夕子さんが調理した料
理が、本堂を囲んだテーブルの飛騨産シラカバやスギのお皿
に並べられました。
　ハーベストディナーが始まるとキャンドルやランプで照らされ
る中、参加者らは運ばれてきた料理やお酒などを一夜限りの
幻想的なレストランで楽しみました。

ハンカチで口を押え避難体験をする園児ら

市内の園児らが火災の怖さを学ぶ
10月９日（水）　宮城保育園

市消防本部が市内保育園で防火教室を実施

　市消防本部による防火教室が9日、宮城保育園で行われ、
同園の未満児から年長までの園児約100人が火災の怖さを学
びました。
　この教室は、市内の保育園児に火災の怖さを知り、消防を
身近に感じてもらおうと同本部が実施しています。
　この日は、市消防団女性分団員から地震をテーマにした紙
芝居が披露された後、消防士から「避難の時は『お・は・し（押
さない、走らない、しゃべらない）』を思い出しましょう」と避
難時の注意を呼びかけました。
　また、無害な煙の中を避難する体験や放水見学、消防士の
服を着た記念撮影なども行われました。
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　全国で薬草の取り組みを行っている自治体を会場として開催している、「全国薬草シンポジウム2019inひだ」が10
月12日（土）・13日（日）、飛騨市文化交流センターおよび古川町市街地等で開催されました。
　この催しは、全国の薬草団体や薬草ファン同士の交流を図ることや、飛騨市で推進している薬草活用に関する取り
組みをＰＲし、薬草の魅力を多くの方々に認知してもらうことを目的として、全国薬草シンポジウム2019inひだ実行委
員会（北平嗣二実行委員長）が開催したものです。

第８回全国薬草シンポジウム2019inひだ

　１日目は、九州大学名誉教授で薬草博士の正山征洋先生による基調講演が行われ、「飛騨の野山は薬箱」をテー
マに、身近な野草や食品による認知症予防、健康寿命の延伸などについて医学的根拠を交えながら分かりやすく話
がありました。講演終了後には、「薬草を活用した持続可能なまちづくり」をテーマにトークセッションが行われ、正山
先生をはじめ、TABEL（株）代表の新田理恵さん、ハーブ王子こと野草研究家の山下智道さん、都竹市長、料理旅館 
蕪水亭女将の北平修子さんら５人が登壇し、地域開発プランナーの永田マミさんのファシリテーションにより薬草を
活用したそれぞれの取り組みについて意見が交わされました。参加者からも多くの質問があり活発なトークセッション
となりました。
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■薬草の活用をテーマとした講演会とトークセッション
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へんべ獅子を披露する宮川伝統芸能保存会

獅子舞９社が勇壮に舞を披露
10月20日（日）　神岡町　神岡城周辺

第48回神岡飛騨獅子まつり

ドローンを手にする清水社長と都竹市長

レモンを使った料理を体験
10月26日（土）　古川町公民館

親子DEレモンクッキング教室

　古川町公民館で「親子DEレモンクッキング教室」が開か
れ、市内の親子ら25人が参加しました。
　この教室は、市が進めている食育推進事業の一環で、ポッ
カサッポロフード＆ビバレッジ（株）との協働で毎年行われて
おり今年で６年目です。
　教室では、レモンに関するクイズでレモンの働きやカルシウ
ムの摂取について学んだあと、古川町で飲食店を営む割烹料
理克己の堀之内雄治さんを講師に招き、堀之内さんが考案し
た３品の料理に挑戦。参加した親子らは、ポッカレモンを使っ
た料理を手際よく調理し、おいしくいただきました。

スキー場跡地を有効活用
10月21日（月）　宮川町　飛騨まんが王国

飛騨まんが王国ドローンパークオープン

　飛騨まんが王国に21日、「飛騨まんが王国ドローン
パーク」がオープンし、そのオープニングセレモニーが開
かれました。
　ドローンパークは、白木ケ峰スキー場の跡地の約５万平
方メートル（東京ドーム１個分）、直線距離最大400メー
トルの敷地内を使用しており、無料ドローン飛行場として
は国内最大級のドローンパークです。
　この日は、同施設でオープニングセレモニーが行われ、
施設管理を行う（株）飛騨ゆいの清水和也社長や都竹市
長、その関係者らが出席し、あいさつの後、市消防本部に
よるドローンのデモ飛行が行われました。

経産牛について説明する蒲生さん

地元産の米や牛肉で給食
10月29日（火）　古川小学校

ふるさと学校給食

　地元の農産品に注目し、生産者の思いや食材への感謝を
学ぶ「ふるさと学校給食」が29日、市内の小中学校で実
施されました。
　この日は、古川小学校５年生の児童80人が沖畑康子教
育長と飛騨牛を産んだ経産牛を肉牛として育てる試みを続
けている蒲生畜産の蒲生清一郎さんから食育授業を受け、
地元農産品の特徴や牛の種類食肉の格付け、経産牛につい
て学びました。
　授業の後、児童らは各教室で飛騨産コシヒカリの新米ご
はん、経産牛のステーキ、秋野菜のみそ汁など地元の食材
で作られた給食をおいしくいただきました。

料理に挑戦する参加者

　市内外の獅子が集う「第 48 回神岡飛騨獅子まつり」が
20日、神岡町の神岡城周辺で行われ、市民や観光客ら約
4,200人が会場を訪れイベントを楽しみました。
　この日は、神岡町の森茂獅子保存会、大津神社獅子社
中、古川町の水穂神社若社中、袈裟丸諏訪神社、河合町の
小雀獅子保存会、宮川町の宮川伝統芸能保存会、北振若
連中など９社が獅子舞を披露し、来場者は各社中の特徴
ある獅子舞に大きな拍手を送りました。
　また、旭保育園児による遊戯や神岡中学校吹奏楽部に
よる演奏、神岡エイサー、特産品などのバザーも行われ、多
くの来場者でにぎわいました。


